
様式箇二号の九 (穣ム苺ф聾1鍮六鍵係)

(第 1面 )

提 :墨者

住 所
西富市与占道町1-10

武 名 (法人|二あっては名称及び代表者大容:)

西富彗工事業協:司組合

理事長 馬場 債―

電話番号
0798・ ‐35-2552

廃苺物の処理理
't清

掃に爾する法律第12条築10項の規定(こ 基づき、奈称

産業廃葉物処理計画の実穂状況を報告します。

産業廃葉物費i翠計画笑雄状減報告書

全和 6年  √ 藤√∫ 醸
蓉奮市長  殿

5  年度の

露標饉宗 置

1,30(〕 t

再生蒸電居業者への

処理委託量

講定棗1回収業者への

処理委託量

(無 本工業鷺終 A棗4書 )

西富市管籍}≒ 事業銭事 業 場 の 名 称

事 業 の 種 類

業 廃 棄物 処理
箇

計画
期

産

計

:こ おける
錦

澪標値項 目

全 処 理 委 託 量ir300 t排   出   量

400t優良認定処理業者への

処理委託量
藤ら再生禾1,用を行う

産業班棄物の量

.t漁摯熱回収を行う

産業廃驀物の量

壼ら中間処理によ嚇 量する産

業廃築物の量

黎1椰収
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備考

1  番1■1,雌″》6月 1贅〕11,111ボ 1::11準 :llll111~拳 こ11.

1  :事難誨種暴」の機轟:ょ 、:|11本標準離搬分類中い1分をふi入す拳二11,

3 「護業癌驚物処理計画におけ導調標薇lC)欄 :薔求:、
1鋼 1ごお|:二、蒸数藤驚物資:′麟ll・ |:11'11轟 l戦 1.た

漂標慎を機入すみIれ

1 鐸席爾1轟■、前年度の産業痣妻物の処理:こ 舞1て、モ|:1卜→姜み:鋼のそれぞれIJ、 (1)か 1)(14〕 に掲:ず

る驚な黒人すること.

(1)  (》 :1瀧  当菫事業場:こおいて生監 産業疫驀黎豪量

(2)  ②欄  (1)の量のうち、中擬処理をせず直接自も再生利用した壼

(3)  《濠1餞   (1)の 場1び)うち、中碑爆理をせず直接自ら理立処分又:ま海洋投入処分した量

(4)  ①欄  (1)織 量件メ
'、

自ら:11簡処理をした晟難羅葉勤中当該:1'銀蜂理うな彙量

(3)  Φ報  (4)f)量 のうち,熱理収を行った量

(3)  (Dli欝   自ら中間挫選をした後の量

(7)  01欄| (4)の驚から(6)の 量を蓋し引いた勘

(8)  (3)欄| (6)の 厳J'うち、1ゴ,利澤L′、スは犠人:こ費却した量

(。)  9蠅   (3)の 量のぅち、藝も埋立処分及び轟洋投入麟 した驚

(1碑) {褒構  中鍋処理及び最終処分を委託した量

(11) (11》機  (1奉 )の量のうち.優良認定処理業粗 廃築物ξ〕処理及び清掃:‐ 警する法律施行全

第G条の11第 2=に該当する者)への処理委誕量

(:,E} :藝!爾   41幸〕の量のうち、処理業者へ中再生剰聴委託量

(13) 〔:|》機  (10]鍮量鈴うち、譲定熱回11驚絞絞饉者幡 葉物の処理及び溝締彗繹する法律

籠15条囀 の轟第1項學露定を受:ナた挙)である処理難若=ヽの焼却処理委託鸞

(14) ⑬構  :10)の量のうち、諄定熱回収施證被置者以外鍮熱回収を行っ‐
(・ ンヽる処理業者アヽの

焼却熟理委託量

s 籐2面の左下の妻t紺よ、項目ごと:こ、厳糞:r酵:菫物熱理計画れ議裁漱 れぞれの喪綾t額を

織Aサ・るこよ:.

6 産業農葉鞍 )1・義難が2韓 れま)るとき:こ は、産業簿棄物の種筆ごとに、鶴嚇雨′き例により産業

廃灘嚇 夕l"理計藤の実施壮汎警魏t爵ギi■た警鮒を作成i⌒ 導委お幣懸を添付すと,こ とぃ

γ ※欄|ま機入1,ないこと,


